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The Change of Physical Chracteristics with Growth 
Top Junior Tennis Players 

in Japanese 

KATSUTA Shigeru, OMORI Hajime, NODA Tatsuya* 
HAGIWARA Naoki** TAKAMATSU Kaoru and TAKAI Shozo 

The purpose of this study was to investigate the physical chracteristics of top junior 

tennis players in Japan by measuring morphology, aerobic capacity, agility, muscle power, 

flexibility and muscle strength, and by comparing with those values of ordinary children. 

The results were summarlized as follows ; 

l) There were not significant differences between junior tennis players and average 

children in height and body weight. 

2) Maximum oxygen uptake per weight was significantly higher in junior tennis players 

than in average children in both boys and girls. Remarkable decrease of maximum oxygen 

uptake per weight was sorely found in female players with growth. 
3) The score of side step was significantly higher in junior tennis players than in average 

children except for ll years old girls. The distance of handball throw was significantly 

higher in junior tennis players than in average children except for 13 years old boys. 

4) The value of standing trunk flexion in junior players was similar to that of average 

children in both boys and girls. 

5) While hand grip strength in junior tennis players was almost similar to average children 

in boys, the value of girl players was significantly higher at ll, 12 and 13 years old. 

These results suggest that top junior tennis players are superior in aerobic capacity, 

agility, and muscle power of upper body. However, the fact that maximum oxygen up-

take per weight remarkably decreased with growth in girls, also suggest that endurance 

training was insufficient in girl players. 

Key Words: Top junior tennis players, Aerobic capacity, Agility, Muscle power of upper 

body 
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れている弐4〕が，このことに象徴されるように形

態・体力的な要素の勝敗に及ぼす影響力が増し，

形態的に優れたジュニアテニス選手のタレント発

掘や，基礎体力の向上が求められるようになって

きている。一般的に発育期における形態・体力の

向上に対して体カトレーニングがプラスの影響を

及ぼすことを考えるとジュニア期におけるトレー

ニングプログラムの持つ意義は大きい。

　このトレーニングプログラム立案に際しては，

まずジュニア期のテニス選手の形態・体力的な特

性を明らかにすることが重要である。このことに

ついて検討した研究はいくつかあるが’’2’1’），一流

ジュニアテニス選手を対象に長期問継続的に検討

したものはない。

　そこで本研究では，日本の一流ジュニアテニス

選手の形態・基礎体力を5年間継続的に測定し，

その変化を同年齢の全国標準値と比較することに

より，日本の一流ジュニアテニス選手の形態・体

力的特性の現状を明らかにし，その問題点を検討

することを目的とした。

2．方　法

1）被検者
　被検者には男子のべ11名（12歳からユ6歳），女子

のべ9名（11歳から15歳）のジュニアテニス選手を

用いた。また，各年齢毎の被検者数については表

1に示した。これらのジュニアテニス選手は地方

大会または全国大会出場，あるいはそれらの上位

入賞レベルである。測定は1年の間隔をおいて5

年間にわたり行われ，そのうち男子4名，女子2

名は全期問を継続して被検者となった。なお，対

照値として，同年齢の全国標準値を用いることと

した。

2）測定項目

（1）形態

　長育として身長，量育として体重の測定を行っ

た。身長の測定にはマルチン氏型人体計測器を用

いた。被検者に正立位になるように指示し，床面

から頭頂点までの垂直距離を計測した。

（2）有酸素性能力

表1　各年齢における被験者数

11歳　12歳　13歳　ユ4歳　15歳　16歳

　有酸素性能力として最大酸素摂取量を測定し

た。運動負荷には白転車エルゴメーター（モナー

ク社製）を用い，呼気ガス分析には白動ガス分析

機（Oxycon－4；Nijnhardt社製）を用いた。被検者に

十分なウォーミングアップをさせた後，漸増負荷

形式で行った。はじめの3分間は一定負荷（被検

者の性，年齢，体重などを考慮してユ．O～3．Okpの

範囲で選択）で運動し，その後，1分毎にO．5kpず

つ負荷を漸増させた。疲労困億直前には，サドル

から腰をあげてペダルを回転させ，あらかじめ定

めた回転数（60rpm）についていけなくなった時，

運動を中止させた。

（3）敏捷性および筋パワー

　敏捷性の指標として反復横跳びの測定を，下半

身の筋パワーの指標として50m走ならびに垂直跳

びの測定を，上半身の筋パワーの指標としてハン

ドボール投げの測定を，それぞれ行った。これら

の項目はすべて文部省スポーツテストの測定方法

に準じた。5）

（4）柔軟性

　柔軟性として立位体前屈，上体そらしの測定を

行った。

（5）筋力

　筋力として等尺性の握力および背筋力の測定を

行った。握力の測定にはスメドレー式握力計を用

いた。

3）統計処理

　本研究では，ジュニアテニス群と全国標準値の

平均値の差め検定については，大澤の「生活統計

の基礎知識」7〕に記載されている検定法を用い，統

計的な有意水準は5％未満とした。ジュニアテニ

ス群の経年的変化については，一元配置の分散分

析を用い，統計的な有意水準は5％未満とした。

男子　　一　　g　　7

女子　　6　　8　　8

8　　　5

8　　　一

3．結　果
1）形態

　図1に男子のジュニアテニス群と全国標準値の

身長，体重の経年的変化について示した。身長に

おいては12歳から16歳のすべての年齢で，両群の

問に有意な差は認められなかった。ジュニアテニ

ス群は，ユ2歳から14，15，16歳にかけて有意な増

加を示した。体重においても12歳から16歳のすべ

ての年齢で両群の問に有意な差は認められなかっ

た。ジュニアテニス群は12歳から14，15，16歳に

かけて有意な増加を示した。
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Fig．1　Changes　in　height　and　weight　of　boys

　　　from12to16years　o1d，
　　　Va－ues　are　means　±　SD．＃；p＜0．05

　　　（between　12years　and　each　age），

　　　○一；Tennis，一○一；ControI

　図2に女子のジュニアテニス群と全国標準値の

身長，体重の経年的変化について示した。身長に

おいては1ユ歳からユ5歳のすべての年齢で，両群の

問に有意な差は認められなかった。ジュニアテニ

ス群は，11歳からユ2，13，ユ4，15歳にかけて有意

な増加を示した。体重においても11歳からユ5歳の

すべての年齢で両群の間に有意な差は認められな

かった。ジュニアテニス群は1ユ歳から13，ユ4，ユ5

歳にかけて有意な増加を示した。

2）有酸素性能力

　図3に男子のジュニアテニス群と全国標準値の

最大酸素摂取量および体重あたり最大酸素摂取量
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Changes　in　height　and　weight　of　gir1s

fromユ1toユ5years　o1d．
VaIues　are　means　±　SD、＃；P＜O．05

（between　1ユ　years　and　each　age），

○一；Tennis，一●←；Contro1

の経年的変化について示した。最大酸素摂取量に

おいてはユ6歳では両群の間に差は認められなかっ

たが，ユ2歳からユ5歳のすべての年齢でジュニアテ

ニス群が全国標準値と比べて有意に高値を示し

た。ジュニアテニス群は12歳から14，15，16歳に

かけて有意な増加を示した。体重あたり最大酸素

摂取量においては，ジュニアテニス群に経年的変

化は認められなかった。しかしながら12歳から16

歳のすべての年齢で，ジュニアテニス群が全国標

準値と比べて有意に高値を示した。

　図4に女子のジュニアテニス群と全国標準値の

最大酸素摂取量および体重あたり最大酸素摂取量
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の経年的変化について示した。最大酸素摂取量に

おいては，ジュニアテニス群に経年的変化は認め

られなかった。しかしながらユ1歳から15歳のすべ

ての年齢で，ジュニアテニス群が全国標準値と比

べて有意に高値を示した。体重あたり最大酸素摂

取量においては11歳から15歳のすべての年齢で，

ジュニアテニス群が全国標準値と比べて有意に高

値を示したものの，11歳から15歳にかけて有意な

減少を示した。

Fig．4
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Va1ues　are　means±SD．　＊；　p＜O．05

（between　Tennis　and　Contor1），＃；p

＜0．05　（between　ユ2　years　and　each

age），一○一；Tennis，一●←；ControI

3）敏捷性および筋パワー

　図5，6に男子のジュニアテニス群と全国標準

値の反復横跳び，50m走，垂直跳び，ハンドボー

ル投げの経年的変化について示した。反復横跳び

においては12歳から16歳のすべての年齢で，ジュ

ニアテニス群が全国標準値と比べて有意に高値を

示した。また，ジュニアテニス群は12歳から14，

15，ユ6歳にかけて有意な増加を示した。50m走に

おいては12歳から16歳のすべての年齢で，両群の

問に有意な差は認められなかった。ジュニアテニ

ス群は12歳から14，15，16歳にかけて有意な減少
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を示した。垂直跳びにおいては16歳以外のすべて

の年齢で両群の問に差は認められなかった。ま

た，ジュニアテニス群は12歳から14，15，16歳に

かけて有意な増加を示した。ハンドボール投げに

おいては13歳以外のすべての年齢でジュニアテニ

ス群が有意に高値を示した。また，ジュニアテニ

ス群はユ2歳から14，ユ5，16歳にかけて有意な増加

を示した。

　図7，8に女子のジュニアテニス群と全国標準

値の反復横跳び，50m走，垂直跳び，ハンドボー

　12　　　　　13　　　　　14　　　　　15　　　　　16

　　　　Chrono1ogica1Age（yrs）

Changes　in　vertica1jump　and　handba11

throw　of　boys　from12to16years　o1d．

Va1ues　are　means　±　SD．＊；p＜0．05
（between　Tennis　and　Contro1），＃；p＜

0．05　（between12years　and　each　age），

一○一；Tennis，一●ト；Contro正

ル投げの経年的変化について示した。反復横跳び

においては，ジュニアテニス群に経年的変化は認

められなかった。しかしながら，1ユ歳以外のすべ

ての年齢でジュニアテニス群が有意に高値を示し

た。50m走においてはジュニアテニス群は11歳か

ら14歳にかけて有意な減少を示した。また，11歳

から15歳のすべての年齢で，ジュニアテニス群が

全国標準値と比べて有意に低値を示した。垂直跳

びにおいては12歳でのみジュニアテニス群が全国

標準値と比べて有意に高値を示した。また，ジュ

ニアテニス群は11歳から12，14歳にかけて有意な

増加を示した。ハンドボール投げにおいては11歳
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から15歳のすべての年齢で，ジュニアテニス群が

全国標準値と比べて有意に高値を示した。また，

ジュニアテニス群は11歳から14歳にかけて宥意な

増加を示した。

4）柔軟性
　図9に男子のジュニアテニス群と全国標準値の

立位体前屈，上体そらしの経年的変化について示

した。立位体前屈においては12歳からユ6歳のすべ

ての年齢で，両群の間に有意な差は認められな

かった。また，ジュニアテニス群に経年的変化も

認められなかった。上体そらしにおいては12歳か

ら16歳のすべての年齢で，両群の間に有意な差は

認められなかった。ジュニアテニス群は12歳から

14，ユ5，16歳にかけて有意な増加を示した。

　図ユOに女子のジュニアテニス群と全国標準値の
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Changes　in　vertica1jump　and　handba11

throw　of　gir1s　fromユユto15years　o1d．

Va1ues　are　means　±　SD．＊；P＜O．05

（between　Tennis　and　Contro1），＃；p＜

0．05　（between　ll　years　and　each　age），

一○一；Tennis，→■ト；Contro1

立位体前屈，上体そらしの経年的変化について示

した。立位体前屈においては，ジュニアテニス群

に経年的変化は認められなかった。また，11歳か

ら15歳のすべての年齢で，両群の間に有意な差は

認められなかった。上体そらしにおいては11歳，

13歳，14歳でジュニアテニス群が全国標準値と比

べて有意に高値を示した。また，ジュニアテニス

群は11歳から13，14，15歳にかけて有意な増加を

示した。
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5）筋力

　図ユユに男子のジュニアテニス群と全国標準値の

握力，背筋力の経年的変化について示した。握力

においては15歳でのみジュニアテニス群が全国標

準値と比べて有意に高値を示した。ジュニアテニ

ス群は12歳から14，15，ユ6歳にかけて有意な増加

を示した。背筋力においては13歳でジュニアテニ

ス群が全国標準値と比べて有意に低値を示した。

ジュニアテニス群は12歳から14，15，16歳にかけ

て有意な増加を示した。

　図12に女子のジュニアテニス群と全国標準値の

握力，背筋力の経年的変化について示した。握力

45

Fig．10
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trunk　extension　of　girIs　fromユ1to15

years　o1d．

Va1ues　are　means±　SD．＊；P＜O．05
（between　Tennis　and　Contro1），＃；p

＜0．05　（between　ユ1　years　and　each

age），一○一；Tennis，一■）一；Contro1

においてはユユ歳，ユ2歳，ユ3歳でジュニアテニス群

が全国標準値と比べて有意に高値を示した。ジュ

ニアテニス群は11歳から13，14，15歳にかけて有

意な増加を示した。背筋力においては，ジュニア

テニス群に経年的変化は認められなかった。ま

た，11歳でのみジュニアテニス群が全国標準値と

比べて有意に高値を示した。

4．考察
ユ）形態

身長，体重についてはジュニアテニス選手は，
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同年齢の全国標準値との間に男女とも差は認めら

れなかった。これらの結果は，先行研究’｛・川）の

報告と一致しており，テニス競技は形態に対して

影響を及ぼしていないことが示唆される。しかし

ながら，サービスの重要性が高まった現在のテニ

ス競技においては，一流選手になるためには身長

が高いことは有利であると考えられ，今後はその

面からもジュニアテニス選手のタレント発掘を考

えていく必要があると思われる。

2）有酸素性能力

　体重あたりの最大酸素摂取量については，すべ

ての年齢において男女ともに，ジュニァテニス群

が全国標準値と比べて有意に高値を示した。この

ことから，一流ジュニアテニス選手は有酸素性能

力に優れていることが示唆される。男子におい

て，一般人では12歳から16歳にかけて体重あたり

の最大酸素摂取量はプラトー傾向にあり，一流

ジュニアテニス選手においてもほぼ同様な傾向を



日本の一流ジュニアテニス選手の形態・体力的特性とその経年的変化 51

示した。

　女子では11歳から15歳にかけて体重は有意に増

加しているにもかかわらず，最大酸素摂取量の絶

対値に変化はみられなかった。その結果，体重あ

たりの最大酸素摂取量が急激に低下を示した。一

般人においてユ3歳以降の性徴としての脂肪量増加

によって体重あたりの最大酸素摂取量が大きく低

下するのはよく見られることである。しかしなが

ら，鈴木らの一流テニス選手の体重あたりの最大

酸素摂取量を測定した研究1’〕では，成人選手で平

均55．2±1．7m1／㎏／min，ジュニア選手で平均57．4

±ユ．1m1／㎏／minという高い値を示しており，一流

テニス選手には高い有酸素性能力が要求されるこ

とが示唆されている。しかしながら本研究におけ

る女子ジュニア選手の結果を見ると，15歳におけ

る体重あたりの最大酸素摂取量の平均値は45．8±

6．ユm1／kg／minであった。鈴木らの研究1’）ではト

レッドミル走を用いたのに対して，本研究では自

転車エルゴメーターを用いて測定を行ったことも

このような差が生じた一因であるのかもしれな

い。しかしながら，本研究の被検者に対してト

レーニング状況に関するアンケート調査を行った

ところ，週2，3回の低強度のジョギングしか

行っておらず，本研究の女子の被検者について

は，この時期における持久的トレーニングが不十

分であった可能一性が示唆される。

3）敏捷性および筋パワー

　反復横跳びについては，11歳の女子を除くすべ

ての年齢で男女ともにジュニアテニス群が全国標

準値と比べて有意に高値を示した。これは梅林ら

の報告’4）と一致しており，テニス競技では反復横

跳びのような横方向への素早い動きを必要とされ

るために，このような結果が得られたと考えられ

る。

　ハンドボール投げについては，13歳の男子を除

いてジュニアテニス群が全国標準値と比べて有意

に高値を示した。ハンドボール投げにおける投動

作がテニスのサービスの動作に似ていることか

ら，一流ジュニアテニス選手は高値を示したのか

もしれない。経年的な変化についても，男子にお

いてはユ2歳からユ4，ユ5，16歳にかけて有意に増加

しており，また女子においても11歳から14歳にか

けて有意に増加を示した。

　50m走については，男子ではすべての年齢にお

いて全国標準値との差は認められなかったが，女

子ではすべての年齢においてジュニアテニス群が

全国標準値と比べて有意に低値すなわち良いタイ

ムを示した。垂直跳びついては，男子では16歳を

除いて差は認められなかったが，女子においては

ジュニアテニス群が高値を示す傾向にあった。

　50m走と垂直跳びついての結果に関しては，男

子と女子に相違が見られる。したがって，これら

の能力とテニス競技との問に明確な関連性は見い

出せなかった。

4）柔軟性
　柔軟性については，上体そらしにおいて女子の

11歳，13歳，14歳でジュニアテニス群が全国標準

値と比べて有意に高値を示したが，男子において

両群の問に差は認められず，また立位体前屈にお

いても男女ともにすべての年齢で両群の間に差は

認められなかった。梅林らは，テニス選手の柔軟

性（立位体前屈，上体そらし）は全国標準値と比較

して低値を示したと報告している工4）。これらのこ

とを考えあわせると，テニス競技と立位体前屈や

上体そらしのような静的な柔軟性との関連性につ

いては定かではない。

5）筋力

　握力については，経年的にみると，男子におい

ては12歳から14，15，16歳にかけて有意な増加を

示しており，また女子においても11歳から13，

14，15歳にかけて有意な増加を示した。しかしな

がら，女子ジュニアテニス選手は全国標準値と比

べて高値を示す傾向にあったものの，男子ではそ

のような傾向は見られなかった。中村ら6），手塚ユ2〕

は男子において，握力はサービス速度との相関が

高いことを報告しており，また世界の一流テニス

選手の握力は平均値で60㎏を超えるという報告

がされている。s）このことからもサービスの重要性

が高まった現在のテニス競技においては，男子に

おいて握力は重要な要素であると考えられよう。

一般的に筋力の増加カ、顕著になるこの時期におい

て，特に男子ジュニアテニス選手においては，よ

り握力を強化するトレーニングの必要性があると

思われる。

5．総括
　本研究では，一流ジュニアテニス選手の形態，

有酸素性能力，敏捷性，筋パワー，柔軟性，筋力

について測定し，同年齢の全国標準値と比較する

ことにより，一流ジュニアテニス選手における形
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態的，体力的特性を明らかにすることを目的とし

た。得られた結果は以下のとおりである。

1．身長，体重については，ジュニアテニス群と

　　全国標準値との問に，男女とも有意な差は認

　　められなかった。

2．体重あたりの最大酸素摂取量について，男女

　　ともすべての年齢でジュニアテニス群が有意

　　に高値を示した。経年的な変化について，男

　　子では変化は見られなかったが，女子におい

　　ては，11歳から15歳にかけて有意な低下を示

　　した。

3．反復横跳びについて，女子の1ユ歳を除いて

　　ジュニアテニス群が有意に高値を示した。ハ

　　ンドボール投げについて，男子の13歳を除い

　　てジュニアテニス群が有意に高値を示した。

　　50m走について男子では差は認められなかっ

　　たが，女子においてはすべての年齢において

　　ジュニアテニス群が有意に高値を示した。

4．上体そらしについて，女子の11歳，13歳，14

　　歳でジュニアテニス群が有意に高値を示した

　　が，男子においては差は認められなかった。

　　立位体前屈については，男女ともすべての年

　　齢において有意な差は認められず，男女とも

　　経年的な変化は見られなかった。

5．握力にっいて，女子においては，ジュニアテ

　　ニス群が11歳から13歳までは有意に高値を示

　　し，14歳，ユ5歳においても高値を示す傾向に

　　あった。経年的な変化については，男子では

　　握力，背筋力ともに！2歳からユ6歳にかけて有

　　意な増加を示したが，女子の背筋力において

　　は有意な増加は見られなかった。

　これらの結果から一流ジュニアテニス選手は有

酸素性能力，敏捷性，上肢の筋パワーに優れてい

ることが示唆された。しかしながら，女子におけ

る体重あたりの最大酸素摂取量は，11歳からユ5歳

にかけて急激にに低下を示しており，この時期に

おける持久的トレーニングが不十分であった可能

性が示唆された。

　現在の競技スポーツとしてのテニスでは，技術

的な要素とともに体力的にも優秀であることが要

求されている。しかしながら，ジュニアならびに

成人の一流テニス選手の体力やそのトレーニング

法に関する検討は十分であるとは言えない。今

後，本研究の結果も含めて，一流テニス選手の形

態・体力的特性についてのデータを集積していく

ことによって，ジュニア期のテニス選手のための

より良い体カトレーニング法が確立されていくこ

とが望まれる。
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